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図表４ 対外直接投資に対するクロスボーダーM&A  Purchaseの割合 
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図表５ 対内直接投資に対するクロスボーダーM&A  Salesの割合 


























































































































































































































































































































































供給特性 　　（ファースト・ベスト市場） 　　（セカンド・ベスト市場） 
（１）製品としても部品 （A)　自動車産業等では、日本 （D1)　過剰品質の企業は 
としても製品コンセプト 企業は、最終製品にも部品にも 競争力を失うが、汎用品の低価格 
の確立された高価格・ 十分な競争力を維持。 供給に適した企業は競争力 




（２）製品としては、速 （B１) 高付加価値部品・素材の （D2)　過剰品質の企業は 
やかに汎用品に移行 供給には競争力と高い市場シェアを 競争力を失うが、汎用品の低価格 
するが、部品・設計等 持つが、製品全体のブランド力は 供給に適した企業は競争力 








（３）特殊品から速や （C)　標準化・ブランド化によって （D4 )　汎用品の低価格 
かに汎用品に移行す 差別化に成功する企業は競争力 供給に適した企業は競争力 
る製品、部品・設計等 をもつ。 を持つ
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（1.3） で述べた 「日本型選好」 に基づき、（2.3） 
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は早晩、「汎用品化」するのが技術発展の一般 
的な傾向である。しかし、常に新しい製品コン 
セプトを生み出し、 そうした新製品 （「特殊品」） 
に対する「新しい」「ファースト・ベスト市場」 
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導すべきである。 








































図表14 変貌するファーストベスト市場（ （A）（B1）（B2）（C）産業）と 
セカンドベスト市場（D1－D4）産業 （筆者作成） 
先進国 発展途上国・新興国 
























係から本稿では割愛する。 手島茂樹 （2010）「世 
界金融・経済危機が日本企業の直接投資戦略に 
及ぼす影響」多国籍企業研究（多国籍企業学会 
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図表17 革新的イノベーションの達成可能性 






　　　変化なし 　　　　① 漸進的（持続的） 　②　モジュール 
イノベーション 　　　イノベーション
　④A　事後的革新的
　　変化あり 　　　　③ アーキテクチュア　　　　イノベーション 
イノベーション 　④B　事前の革新的
　　　　イノベーション 
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国内における関連 国内におけるTCM型 国内におけるSMD型 国内における関連 
取引先企業（TCM型 組織企業 組織企業 取引先企業（SMD型 
組織企業） 組織企業） 
A産業およびB1産業 A産業およびB1産業 B２産業およびC産業 B2産業およびC産業 
（構成企業） （構成企業） 
海外における関連 海外におけるTCM型 海外におけるSMD型 海外における関連 
取引先企業（TCM型 組織企業 組織企業 取引先企業（SMD型 
組織企業） 組織企業） 
A産業およびB1産業 A産業およびB1産業 B２産業およびC産業 B2産業およびC産業
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